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■
震
度
７
を
想
定　

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

■
黒
沢
川
利
水
に
関
す
る
協
定
を
解
消

■
友
好
都
市
締
結
記
念　

東
金
市
の
寄
贈
木
を
植
樹

　

市
総
合
防
災
訓
練
が
9
月
2
日
、

市
防
災
広
場
（
豊
科
）
を
主
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
自
主
防
災
組
織
や
市
消

防
団
、
松
本
広
域
消
防
局
な
ど
、
約

６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
糸
魚
川
‐
静
岡
構
造

線
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
直
下
型
の

大
地
震
が
発
生
し
、
市
内
の
ほ
ぼ
全

黒
沢
川
の
利
水
に
関
す
る
協
定
を

解
消
す
る
調
印
式
が
8
月
28
日
、
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
水
利
権
者
の
代
表
者
や

黒
沢
川
利
水
運
営
委
員
な
ど
が
出

席
。
宮
澤
市
長
と
水
利
権
者
の
代
表

者
が
協
定
解
消
に
か
か
る
覚
書
と
合

意
書
に
調
印
し
、
46
年
間
結
ば
れ
て

い
た
協
定
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
友
好
都
市
・
千
葉
県
東
金
市

の
鹿し
か
ま間
陸り
く
ろ
う郎
市
長
ら
が
8
月
27
日
、

安
曇
野
市
を
訪
れ
、
友
好
の
証
と
す

る
記
念
樹
の
植
樹
を
、
市
役
所
西
側

敷
地
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
青
少
年
交
流
事
業
「
あ

づ
み
の
探
検
隊
」
で
市
を
訪
れ
て
い

る
東
金
市
の
小
学
生
や
関
係
者
な
ど

約
80
人
が
出
席
。
両
市
長
ら
が
東
金

市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の

域
で
震
度
7
を
計
測
し
た
こ
と
を
想

定
。
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練
や

救
護
・
応
急
手
当
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心
と
し
た

「
共
助
」
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
一
般
来
場
者
も
参
加
し
、

煙
道
体
験
や
非
常
食
の
試
食
体
験
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
三
郷
村
は
、
人
口
急
増
に
対
す

る
水
源
の
確
保
の
た
め
、
昭
和
47
年

に
南
小
倉
土
地
改
良
区
（
現
長
野
県

中
信
平
左
岸
土
地
改
良
区
）
お
よ
び

雑
用
水
組
合
の
間
で
黒
沢
川
の
水
利

権
協
定
を
締
結
し
、
黒
沢
川
を
水
道

水
の
水
源
と
し
て
利
用
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
27
年
に
地
下
水

へ
水
源
を
転
換
し
、
黒
沢
川
か
ら
の

苗
木
に
丁
寧
に
土
を
か
ぶ
せ
て
植
樹

し
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
の
花
言
葉
は
『
友
情
』。
こ

の
『
友
情
』
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
、

今
後
も
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

市
と
東
金
市
は
、
旧
堀
金
村
か
ら

続
く
青
少
年
交
流
な
ど
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
、
平
成
27
年
４
月
に
市
と

取
水
を
停
止
し
た
こ
と
か
ら
、
協
定

を
解
消
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
協
定
解
消
に
伴
い
、
市
が
負

担
し
て
い
た
水
利
施
設
維
持
費
は
平

成
33
年
度
ま
で
に
段
階
的
に
停
止
し

ま
す
。
ま
た
、
黒
沢
川
地
元
対
策
委

員
会
か
ら
の
要
望
で
も
あ
る
施
設
改

良
工
事
も
順
次
進
め
て
い
く
計
画
で

す
。

　

閉
会
式
で
宮
澤
市
長
は
「
災
害
時

に
は
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
『
自
助
』

と
地
域
住
民
が
助
け
合
い
、
災
害
に

強
い
ま
ち
を
つ
く
る
『
共
助
』
が
大

切
。
今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
・

団
体
と
市
民
が
連
携
し
、
い
つ
来
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
対
応
の
強
化
を

図
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

友
好
都
市
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、平
成
28
年
10
月
に
は「
災

害
時
相
互
援
助
協
定
」
を
締
結
。
同

年
の
青
少
年
交
流
事
業
で
初
め
て
市

の
小
学
生
を
東
金
市
に
派
遣
す
る
な

ど
、
積
極
的
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

救出訓練を行う参加者記念植樹を行った安曇野市と東金市の皆さん

黒沢川利水に関する協定を解消

全国・世界で活躍！

ワールド・バレエ・コンペティション
（プロフェッショナル部門）金メダル

全国こどもチャレンジカップ全国大会
ヒップホップの部 優勝

全国大会に出場

　6 月に米国で開催された国際的バレエコンクール
で柳

やなぎしま

島皇
こうよう

瑶さん（三郷温出身）が最高賞の金メダ
ルを獲得しました。7 月 30 日に市役所を訪れた柳
島さんは「練習の成果が発揮できた。今後も世界
で認められるダンサーを目指したい」と喜びを語
りました。

　7 月に開催されたダンスの全国大会で「ストリー
トダンスカンパニー舞

ぶ ゆ う じ ん

遊人」（豊科高家）の皆さん
が優勝を果たしました。メンバーの皆さんは次の
とおりです。
小
こばやし

林樹
じ ゅ ね

寧（穂高東中）、奥
おくむら

村遥
は る か

花（豊科南中）、藤
ふじもり

森
蓮
れ ん か

歌、藤
ふじもり

森莉
り ね か

音架、川
かわかみ

上柚
ゆ の

乃（明科高校）、島
しまむら

村日
ひ よ り

和（松
本市松島中）

日清食品カップ第 34 回全国小学生陸上競技交流大会
（8/17・18　神奈川県）
【男子走り高跳び】望

もちづき

月快
かい

（穂高西小）

第 45 回全日本中学校陸上競技選手権大会
（8/18 ～ 21　岡山県）
【男子共通 4 × 100㍍リレー】望

もちづき

月翼
つばさ

、五
い が ら し

十嵐脩
しゅうすけ

祐、

横
よこやま

山凌
りょうた

大、猿
さ る た

田大
まさる

、森
もりかわ

川晴
はるひと

仁、落
おちあい

合華
か な と

七斗（堀金中）


